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本年改築工事に着手した(地独)北海道立総合研究機構農業研究本部北見農業

試験場庁舎及び根室振興局中標津合同庁舎が、７月末に ZEB 認証（ZEB Ready）

を取得しました。 
 

１ 脱炭素化への取組について 

(1)(地独)北海道立総合研究機構農業研究本部北見農業試験場 

設計一次エネルギー消費量 国が定める基準から７１％削減(BEI=0.29) 

ＺＥＢ認証 令和６年７月 31 日取得 ZEB Ready 

①徹底した省エネ化の推進 

・地中熱ヒートポンプ式エアコンや LED 照明など高効率な設備等の導入 

・南面に庇やバルコニーを設置し、夏季の日射を遮蔽 

・エコボイド空間を設け、ナイトパージ(夜間換気)による自然廃熱 

②再生可能エネルギーの導入 

・傾斜屋根を活用し、太陽光発電設備（30ｋＷ）を設置 

③木材利用の推進 

・道産木材を利用し２階の構造を木造とするとともに、講堂兼会議室の一

部壁にはＣＬＴを使用 
 

(2) 根室振興局中標津合同庁舎について 

設計一次エネルギー消費量 国が定める基準から６５％削減(BEI=0.35) 

ＺＥＢ認証 令和６年７月 29 日取得 ZEB Ready 

①徹底した省エネ化の推進 

・LED 照明や空調設備、給湯器など高効率な設備等の導入 

・階段上部に換気用窓を設け、高度差を利用した自然換気・通風を促進 

②再生可能エネルギーの導入 

・太陽光発電設備（16ｋＷ）を設置 

③木材利用の推進 

・構造材(カラマツ材)の一部に、根室管内の道有林からの製材を使用する

ほか、道産カラマツ､ナラ材等を積極的に使用 

 参 考  

 

報 道 ( 取 材 ) 

に 当 た っ て 

の お 願 い 

 

 他 の ク ラ ブ 

 と の 関 係 

 同 時 配 付 

 同 時 レ ク 

(場所) 

 

 

 担 当 

 （ 連 絡 先 ） 

建設部建築局建築整備課（担当者：主査 伊地知 健） 

ＴＥＬ ダイヤルイン ０１１－２０４－５１０２ 内線２９－８９０ 

 公用スマホ  ０１１－５８５－６１０４ 内線４２－１６９ 
 

８／６（火）の発表 【道庁プレスリリース】 



(地独)北海道立総合研究機構農業研究本部北見農業試験場で
ZEB※1認証（ZEB Ready）を取得しました。

構造規模 鉄筋コンクリート造・木造
地上2階建て

延床面積 1,484.26㎡

工 期 令和6年5月 ～ 令和8年1月

２ 施設について
・主に小麦や馬鈴薯、牧草の品種開発など

オホーツク地域に特化した研究を実施
・築65年の試験研究棟は老朽化が顕著
・2階床までを鉄筋コンクリート造とし、

その上部を木造とすることで木材利用を
推進するとともに軽量化を図る

１ 概要

※1 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビルディング）
設備等の高効率化などによる省エネルギー化と太陽光発電設備などの再生可能エネルギーの
導入により、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した建築物

３ 脱炭素化への取組について

①徹底した省エネ化の推進
・地中熱ヒートポンプ式エアコンやLED

照明などの高効率な設備等の導入
②熱負荷の軽減
・南面に庇やバルコニーを設置し夏季の

日射を遮蔽
・廊下にエコボイド空間を設け、ナイト

パージ(夜間換気)を活用し、各室から
の外気をハイサイド窓から屋外へ排出

③再生可能エネルギーの導入
・傾斜屋根を活用し太陽光発電設備

(30kW)を設置
④木材利用の推進
・道産木材を利用し、2階の構造を木造

化するとともに、一部壁はCLTパネル
を採用
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・設計一次エネルギー消費量を国が定め
る基準から71％削減(BEI※2=0.29)

・令和6年7月31日にZEB認証
(ZEB Ready)を取得
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断面イメージ図

北海道根室振興局中標津合同庁舎で
ZEB認証※1 （ZEB Ready）を取得しました。

構造規模 木造･RC造 地上2階建て

延床面積 1,857.54㎡

工 期 令和6年6月 ～ 令和7年10月

２ 施設について
・既設の中標津合同庁舎(根室農業改良普及

センター北根室支所･中標津社会福祉事務
所出張所)と中標津保健所及び釧路建設管
理部中標津出張所を集約し､新たな合同庁
舎及び車庫等付帯施設を整備

１ 概要

※1 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビルディング）
設備等の高効率化などによる省エネルギー化と太陽光発電設備などの再生可能エネルギーの
導入により、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した建築物

1階エントランス内装パース

４ その他
・敷地周辺は、北海道立根釧農業試験場の

旧庁舎(伝成館)､白樺並木などが残る歴史
的価値の高いエリアのため､敷地内に残る
土塁の保存や白樺並木から庁舎をセット
バックさせ、歴史的景観に配慮した配置
計画

外観パース

ZEBの概念図

３ 脱炭素化への取組について

①徹底した省エネ化の推進
・高効率な照明､空調機器､給湯器の採用
・階段上部に換気用窓を設け高度差を利

用した自然換気､通風を促進
②再生可能エネルギーの導入
・太陽光発電設備16kWの設置
③木材利用の推進
・根室管内の道有林からの製材を、エン

トランスホール周りの構造材の一部と
して使用するほか、その他の構造体や
内装材に道産カラマツ､ナラ
材等を積極的に使用

・一次エネルギー消費量を国が定める
基準から65％削減(BEI※2=0.35)

・令和6年7月29日にZEB認証
(ZEB Ready)を取得
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